
那珂川市(南畑地域)地域おこし協力隊
亀山 理奈

活動報告
2021.4～2024.3



自己紹介

亀山 理奈
栃木県出身→東京都→千葉県→南畑(現在)

前職は航空会社グランドスタッフ

2021年4月～2024年3月まで
那珂川市(南畑地域)地域おこし協力隊として活動

・・・・・那珂川市の協力隊になった経緯・・・・・
◇なぜ福岡？
関東以外の場所に住んでみたかった
これまで行った場所の中で福岡が良いと思った

◇なぜ南畑？
立地が良い
地元の地域と似ているところがあった

◇なぜ協力隊？
地域の人と深く関わる仕事をしてみたかった



活動記録

★南畑美術散歩
五ケ山脊振クロストレイルサポート
FCN(福岡県地域おこし協力隊ネット
ワーク)
WEBラジオ「南畑物語」発信
SNSでの情報発信
やまももプロジェクト
那珂川市×博多大丸「喝」串揚げ販売
南畑ピノキオ森のこども園棟上げ式イ
ベント
なかがわ野菜のBBQセット販売
五花展
中ノ島公園プロジェクト

協力隊初任者研修
ALIVE研修
商品開発基礎研修

主なミッション
○南畑地域活性化協議会の支援業務
○地域資源の発掘・情報発信業務

1年目 2年目 3年目

★南畑まつり
南畑展
ロゲイニング
南畑地区協議体(高齢者支援・移動販売)
小さな拠点事業サポート(高齢者買い物
支援・ICT防災監視・観光PR事業)

協力隊ステップアップ研修
起業基礎研修
分野別研修

★「#とっておきの南畑」インスタ
グラムフォトコンテスト
無印良品 企画展(全3回)
パネルPR展示@アクロス福岡
ツールド九州パブリックビューイング
南畑美術散歩作家作品展示＠ミリカ
ローデン

知る・知ってもらう つなげる・模索 活かす



南畑地域活性化協議会の支援業務

南畑地域活性化協議会(愛称：南畑みらい協議会)

少子高齢による人口減少で、地域唯一の小学校が廃校の危機となったことを
きっかけに当時の区長を中心に立ち上がった地域団体。
「PR」 「スポーツ」 「交通」 「開発」「農業」 「教育」 の分野で、地域を
もっと盛り上げようと活動中。



那珂川市南畑地域を制作の拠点とするアーティストの工房を一斉に開き、工房巡りが
できるイベント。工房巡りを通じて南畑のアート、自然、食の魅力を発信する。
毎年秋頃に開催し、2023年で10回目の開催となった。

〈開催背景/目的〉
・南畑地域の唯一の小学校である「南畑小学校」が廃校危機であった。
・南畑地域は、半径約5km以内に15名ほどの作家が制作活動をしている。
⇒小学校存続の為の策の一つとして、南畑をPRするため美術散歩を2014年から開催。



〈協力隊の業務〉
・実行委員会を毎月開催
・市へ補助金の申請
・作家と打ち合わせ
・リーフレットデザイナーとの打ち合わせ
・地域ボランティアの募集(地域住民、近隣の学校、SNS)＆説明会
・関係各所との連携(南畑小学校、市役所、地区区長、飲食店、吹奏楽団など)
・イベントのPR(リーフレット配布、SNS発信、メディア出演、広報・雑誌・HP掲載)

など

イベントリーフレット
シティ情報ふくおか

広報誌



結果・所感

・第１回開催の時から比べて来場者の数は増加し、近年の来場者は約1,000名ほどに。
・毎年同じ時期に開催していることで、認知度が上がり定着してきている印象。
・地域の特性と強みを活かし、南畑に来てもらう機会を毎年継続できている。
・準備段階を含めて地域のつながりが強くなっている。

懸念点

・作家の高齢化→参加工房が減少する？
・移動手段の待ち時間
・10年間内容に大きな変化はなく、今後パワーアップできないか模索中。
・開催当初から状況が変わったが、「移住促進」目的は変わっていない。
南畑のファンを増やす→今後人口減少や空き家問題が起こったときに来てくれる？

「南畑美術散歩」のこれから

・美術、芸術だけでない「南畑美術散歩」に。
・来場者だけでなく、スタッフ(地域の人)も楽しめる
企画として続けたい



〈開催背景/目的〉
・近年、少子高齢化により地区ごとのお祭りなどで集まる機会が減っている中、
コロナ禍になり、地域の交流がさらに減っていた。こどもから大人まで楽しめる
「まつり」を開催することとなった。

・これまで2023年3月、2023年9月に開催。

・地域の人が作り、地域の人が楽しむ。南畑の地域内のつながりを強くする。

南畑まつり



〈協力隊の業務〉
・実行委員会の開催(６ヶ月前から月1回)
・ステージ出演者・協賛募集
・地域ボランティアの募集
・関係各所との連携(南畑小学校、市役所、地区区長 など)
・PR(地区回覧、ポスター掲示、SNS発信)
・当日は音響席にて、音響・ステージサポート



結果・所感
・約450～500名が来場。
・来場者の反応は概ね良かった。各地区ごとの出店にしたことで、地区内での交流が
生まれ、地域の人の顔が見れる機会となった。

・当日だけでなく準備段階から合わせると約半年間話し合い、まだ２回目ではある
が、地域の結束力が生まれている印象。

反省

・会場を小学校にしていたことでの制限があった。また、案内が不十分だったため
飲酒・喫煙・ペットなどの問題が発生した。

・協力隊の仕事として南畑みらい協議会(地域団体)の企画の運営サポートがあるが
「地域のお祭り」のため、次回以降は地域で自走できるよう協力隊がサポートする体
制を整えたい。

「南畑まつり」のこれから

準備期間を含めて多世代の交流ができる機会として
年に１回の開催を継続ができたら...



地域資源発掘・情報発信業務
・PR企画展
・WEBラジオ配信
・SNS(Instagram、Facebook) など

インスタフォトコンテスト
無印良品 天神大名 南畑PR展

アクロス福岡 アートと風景パネル展

福岡県庁「南畑展」



新しい挑戦と経験が積み重なり、とても刺激的な3年間でした。
地域の方と那珂川市の職員の方々の支えがあってこそ協力隊活動ができたと思います。
特に南畑の地域団体をはじめ、地域の方には公私共に受け入れてくださったことで業
務においても日常生活でも、南畑暮らしが想像より何倍も充実したものにできました。
一方で、自分の働きによってはもっと地域に還元したり、良い仕組み作りができた

のではないかと思うこともあり少し心残りもあります。この意志は次の協力隊へ...。

3年間をふりかえって

これからの南畑と協力隊
「那珂川市」「南畑」に関する情報がもっとあったら...
▶何が楽しめるのか、どんな背景があるまちなのか、どんな名所・名物があるのかが
わかるツールがあると良さそう。(ハード面)
▶協力隊と南畑地域と市のつながり継続的な関係づくり
地域をみんなで守る、作るという意識の醸成(ソフト面)

これからは、南畑を離れますが、これからも南畑を想う気持ちは変わらないので、
細く長く関係を続けていきたいです！


